
強度
鉄やコンクリートはとても強い素材。両者に共通して言えること
は重いことです。ですが木材は引張力で鉄の 4.4 倍、コンクリー
トの 225 倍、圧縮力で鉄の 2.1 倍、コンクリートの 9.5 倍ある。

耐久性
しかし、木材の耐久性を向上させるには、メンテナンスが欠かせ
ない。通風などの環境改善とともに、清掃、部材交換、定期的な
塗り替えなどが重要。

集成材
集成材は強さがばらばらの木材を小さく分解し、再構築すること
で、強さのばらつきを小さくし、構造的に扱いやすい安定した材
料を生産することが可能。積層する繊維の方向を工夫することで、
方向性の違いも小さくすることが可能。

木材を使用
木質材料は、再構成材料のため、素材の樹木の大きさに関わらず、

さまざまな寸法、形状の部材を生産することができる。

耐火
燃えしろを使用し、構造安全性を確保できれば山中にある建物でも

安全な建物にすることが可能。また、燃えた炭化層はそれ自体が耐

火被膜の働きもする。

光合成により木の中に固定

集成材として大きな部材として

分解して小さな部材に

細かく砕いてボードに

さらに細かく砕いてバイオマスに

燃やしてエネルギーに

木材を保存に使う
遺産を保存するだけではなく、木を使うことで

長期間、二酸化炭素を固定し続けることが可能。

木を伐って、加工
木を伐って、木に加工しても、二酸

化炭素は水に固定され続けます。

光合成が弱まる
木が成長するにしたがって、光合成

が活発でなくなり、二酸化炭素の吸

収率が低下。

木が成長する
木は、二酸化炭素を吸って、酸素を

はき出す。その際、二酸化炭素を木

の中に固定します。

様々な形で、何度も使う
細かい部材に加工し何度も使うこと

で、二酸化炭素をより長く固定し続

けます。

丸太 集成材

集成材

ボードバイオマス
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木を植えて育てて伐採してまた、植える、そのライフスタイルに合わせて木造建築のサイクルを作ることを提案

します。1つの木を最初は大きく使い、その後少しずつ小さく刻みながら、大きな部材から小さな部材へと使い

続けるような、木の循環システム。そうすることで、最後の最後まで木材を使い、各部材が随時更新されること

で、建築が地域資源として役割を得る。時間をかけながら衰退した林業を興し、ネットワークの循環を可視化する。

荒れた山林を活性化
近年、国内の需要は輸入材に偏ることで森が荒れ、木材の生産力が低迷

している。積極的に間伐材を切り出し、建物や街に蓄積することで、木

材の流通や林業の活性化に貢献する。

ウッドマイレージの低減
産業遺産の木質化にあたり全国で多くの木材が必要になるが、陸上輸送

に付加して、日本全国を巡る水路による水運を利用する。水運は単位距離・

重量あたりの陸上運送の 1/3 のエネルギー消費で輸送可能なため、都市

への輸送に伴うエネルギーを低減させることが可能となる。

貯木による二酸化炭素の固定化
樹木は成長するにつれ、大気中の二酸化炭素をエネルギーとして摂取

し、物質として固定する。産業遺産に木材を貯蔵 ( 使用 ) することは炭

素を貯蔵することである。

CO2

産業遺産の老朽化と再生
日本の発展で原動力となった鉱山は老朽化や景観の閉塞感から、不要

論が議題に挙がっている現状である。しかし、今後はこれらをヒトの

ための縁として生かしつつ、街の来るべき更新に備えて機能させるた

めの新たなインフラとして再生させる。

木質の全国化
産業遺産単位で地産地消をし、木の循環を考えることで自然

と対話すべきであった当時の産業遺産からの償いとし、産業

遺産の価値を高めることを推奨する。

木質化する都市
現在、都市・建築における木材利用は喫緊の課題であり、木材自給率を底

上げし、林業と山林を再生することは国の方針として定められつつある。

本提案では、以上の趨勢を前提条件として見据え、産業遺産の木材による

保存・再生を行うためのインフラネットワークを構築する。

日本は世界有数の森林大国 全国展開日立鉱山

カラミとは製錬工程で排出される産業物であり、ガラス繊維のた
め、水や植物を通さない。これを再使用し、桜並木の山道を整備
する。またここでは環境面に配慮し、水循環を機能させるために
大小様々なカラミを砕いて敷き詰める。

オオシマザクラと呼ばれる煙害に強い桜を使用している。木々を
間伐していくことで減少していくと同時に、外部となる領域の山
道をデザインしていく。

既存の煙突、煙道に使用されているコンクリートを構造としてま
た、当時の記憶を残すものとして保存する。土木スケールに人を
取込み、五感を使った操作をする。

間伐された木材は地域産業への再利用や、外部のランドスケー
プデザインへの転換、バイオマス燃料への利用など、木材特有
の生物循環をし、地域に寄付する。

植生遷移によって土地が豊かに

大煙突建設途中

大煙突は茨城県日立市に位置する。この場所は急斜面をなし、地形の人工改

変が著しい。山頂からは太平洋が見渡せる。かつては高さ 155.7mの大煙突

であったが老朽化で 1993 年 2月倒壊。

老朽化した煙道により、斜面に解体専用の道をつくっている。また立ち入り禁
止のため間近で煙突を見ることはできず、街とはかけ離れた存在となっている。

稼働停止した遺産には【閉鎖→放棄→荒廃→浸食】または【閉鎖→解体→廃棄→浸食】という一定タイムラインが存在する

現在

錆びる

廃れる

廃墟

野生生物が戻ってくる

環境の管理

生体系の整備

整備される

人が管理する

草木が浸食
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桜の木製の懸け造り。四季折々
の景色を眺めることができる

元々は 13個の粉塵機があった穴　そこを利用し、出入り口と
する人々は好きな穴から植物園に入ることができる

昔、煙道が接続されていた部分　そこを階段として再
利用し、煙道に近づくとそのスケール違いに驚く　　
　　また、大煙突へと続く道の始まり。

既存のコンクリの一部を保存し、当時の雰囲気を再現
　また、斜めにすることで単一な空間に動きを与える

骨組みは環境負荷の少ない木を使用し、環境的にも、意匠的に
良いものを使用　また、周辺と同化するように桜の木を使用

迫り来る天井　人の声が響く空間

大きな煙突の中で人は何を思い、何を感じるのだろう

煙道の内部　「ごー」という空気の流れが聞
こえてくる　カラミが敷き詰められている

幅が狭い道を歩く　「狭い」という感覚が
人に影響を与える　人それぞれの感じ方

深く薄暗い空間　天井からは水の模様
が壁に反射している　静寂なヴォイド

少し登りの空間。地上とは切りはなさ
れ、地下の独特の空間飲み込まれる

丸い優しい光の柱　地上からの光が
優しく空間を暖める

街を一望できるガラス張りの窓　見晴ら
しが良く、日立の山々や海を見下ろせる

カラミの壁　少し光るカラミが当時の
鉱山の記憶を呼び起こす
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Wood                                                                                                                               　 　　　    　                 木の循環を可視化

Plans                                                                     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        空間体験の連続

Material                                                                          「あるもの」を最大限に生かす

Site                                                                           　　   茨城県・日立市 Background                          　　  　一定のタイムラインの存在

Circulation                         ネットワークの循環を可視化

自然の植生は、産業遺産の年月に比例し、変化し、共存する

役割を終えた多くの鉱山は解体や遺構として処分や保存される。しかし、解体や維持費の不安からそのまま建物を荒腐させてしまうことが多い。さらに土壌汚染が確認された場合

その土地はブラウンフィールドと呼ばれるようになり、土地の再利用が難しくなってしまう。そこで植生遷移を利用し、鉱山で汚染された土壌を散策路の開拓と土壌回復の整備を

相補的な関係によって新たに循環させる。

構造物に触れる解釈的アクセス 様々な記憶が詰まったこの土地を更新し、生きた空間を再編する。自然そのものを感じる場所であり、更新後も記憶が蓄積する場所の提案。２直接構造物に近づかせる物理的アクセス 街の発展に関わってきた遺産は古びていく。記憶の排除により遺産は長い時間の中で忘れられていくのではないか。１
煙害を広め、はげ山にしたダルマ煙突 解体された粉塵機と同じヴォリュームに植物園を当てはめ、人を呼び込む

地形と同化するように斜面に沿って緩やかに高さを上げる

この植物園が空気を引き上げる動力となり、太陽エネルギーを利用し空間

を温める。また煙道を再接続し煙突効果を利用するチムニーホールに

煙道を壊した道を再利用し、カラミの道をつくる 自身の足で歩くことで、空間の重さを感じる カラミ壁の断面ディテール

水

体験的な空間を挿入するには、空間を連続させるためヴォリュームが大きくなってしまい、景観を損ねる。

また、敷地は山を仕切る壁になってしまうことを恐れて、建物を地下に埋没させることにした。地下化することによって生まれる空間の広がり日立大煙突が持つ日立鉱山の歴史を伝える２つの要素を再現する
当時の高さ 155.7mという「スケール」→「木組み」

煙害を止めたという「環境改善」→「蔦」

折れたしまった大煙突の記憶を実体としてそのまま戻すのではなく、カタチとして戻す

構造物を見えるようにする視覚的アクセス３ ４
地形に沿って、大煙突へ近づく ただ、向かうだけではなく煙のように吸い込まれる

イメージで空間をかたちどる

地中に計画することで、地上から切り離され、より空間を感じる煙害解決に一役買った工都日立のシンボル大煙突 その煙突も老朽化で崩壊 環境に優しく、負荷価値の少ない木で補強し、

蔦を這わせグリーン煙突とする

視覚的にヴォリュームを木で戻すことで日立の

新しい拠点として再利用する

展望台から日立の街を一望できる

内部は構造補強として二重螺旋とカラミを
構造体として再利用

既存の壁を見て、触り歴史を感じる

植物園の構造には木を使い、環境に優しく、
意匠的にも考慮している

実際に煙突に近づくことにより、本当の
スケールを感じることができる。

上部からの光に誘われ、ゆっくりと登っていく

日立の有名な桜の木を使用し、
懸け造りをつくる

当時の煙道の中を歩く。壁には煙の煤

が模様となり、残っている

螺旋階段を登ると太陽の光が差し込む

光が地下空間を優しく照らす。上から

賑わいの声が聞こえてくる。

天井から落ちる大きな柱のような光は私
たちを優しく包み込む

細く鋭い光が差し込む空間

上部にある水盤に光が反射して水の中にいるような空間
ゆっくりと地中深く階段を下りていく

レイヤーのように光が落ちる

高さ５４mから落ちる力強い光の柱が煙突の内部を不思議な空間にする
人それぞれの気持ちや感じ方で空間が広がる

段々と狭くなっていく階段を下りると、
煙突が近づいてくる

日立の町並みを望む
1

2.5

105大煙突断面 (m) 1

102.5

5ダルマ煙突断面 (m) 地下平面

悲壮淋漓とは ... 悲しみの中にあっても、雄雄しい気概に満ちていること

悲壮淋漓
日立銅山の煙突による歴史的空間の再編

様々な記憶が詰まったこの土地を更新し、生きた空間を再編する。自然そのものを感じる場所であり、更新後も記憶が蓄積する

場所の提案。煙害という負の遺産をもつ粗銅の精錬工場遺構にどう向き合うか。廃棄物である「カラミ」、煙害をもたらした粉

塵機、工場のシンボルだった大煙突のそれぞれに、新しい役割を与えて使用可能な施設に変更しようとする計画。過去の記憶に

まっすぐに向き合う博物館を作る。

ひそう りんり

大煙突完成当時

高低差

カラミ

大煙突と呼ばれた時代と現状                                                                人間の知恵と自然の力の融合

市街地の中心部から約３km離れた急な斜面地

この土地が持っている特徴は 2つ


